
この遺跡は平塚市遺跡台帳の上で、№192として登録されており、その遺跡面積は86,000㎡の規模を有していま

す。現在まで13地点の調査が行われており、12地点まで報告がされています。この遺跡の全体的な性格は、相模

国府の主要な官衙域として位置づけされるものです。掘立柱建物址や竪穴住居址が多数検出され、遺物としても

身分を象徴する石製や銅製の帯飾り金具、｢曹司｣｢政所｣等の役所の施設を標記した墨書土器が出土しています。

今回の展示では、第７・９．12地点の調査成果をもとに、この地域の大きな歴史を考えてみたいと思います。そ

の視点となるのが、第７・９地点の報告で指摘されてきた区画溝の問題です。この区画された溝状遺構は伯耆国

の｢国庁｣(政庁とも言う)規模に匹敵するものとして、国衙施設でも最も重要な｢儀式の場｣として位置づけされてき

ましたが、12地点の調査と報告では中世の区画溝と変更されました。このために、相模国府(大住国府)そのものの

国衙構造(役所の諸施設)がどのような配置構造であっ

たか分からなくなりました。従って、国庁の確認が最

重要な課題となっているのが現状です。

区画溝が中世のものとすれば、どのような性格のも

のであったかが問題点となります。何れにしても、遺

跡の様相は、古代と中世ではこの地域の景観が大きく

変わったことを示しています。その背景には何があっ

たのでしょうか。この鍵が分かれば、国府が大磯町に

移転した謎が解けそうです。

寄贈品コーナー｢高林寺遺跡展｣

期間：平成12年１月５日(水)～２月13日(日)

第１回博物館まつり
はじめての「博物館まつり」が開かれます。

日頃、博物館を舞台に活動しているグループが一同に会して、活動のようすを紹介す

る展示をします。どんな会があるのか、どんな活動をしているのか、そんなことを知る

絶好の機会です。ふるってご来場ください。３月には来年度の会員募集がありますので、

その参考にもなると思います。

展示：平成12年２月８日(火)～13日(日) 会場：特別展示室

発表会：２月12日(土) 午後１時半～４時半（入場自由） 講堂

★参加予定グループ（順不同）

○古代遺跡を探す会　　　　　　○民俗探訪会　　　　○石仏を調べる会　

○相模川の生い立ちを探る会　　○地質調査会　　　　○天体観察会　　　　　　　　　

○古文書講読会／地域史研究会　○裏打ちの会

○平塚の戦災と空襲を記録する会　　　　　　　△展示解説ボランティアの会　　　　　　

○漂着物を拾う会　　　　　　　○神奈川キノコの会

（○：展示参加　△：展示解説等協力）

論議を呼ぶ区画溝　→




